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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

胚性幹（ES）の分化や細胞増殖の制御機構を解明することが再生治療への理解や応用に重要である。申

請者らは、新規メチル化DNA結合タンパク質をコードするCIBZ遺伝子を欠損した胚性幹細胞株を作製した。

興味深いことに、CIBZを欠損したES細胞は野生型のES細胞と培養した場合、細胞数の減少が観察された。  

本研究では、CIBZがES細胞の増殖に関わる分子的メカニズムを明らかにする。 

ES 細胞の増殖は細胞周期（特に G1/S 期の移行）により制御されていることが知られている。野性型の ES

細胞と比較した場合、CIBZを欠損したES細胞は未分化状態を維持しているが、細胞の増殖が遅れているこ

とが分かった。この増殖の遅延は G1 期から S 期へ移行の細胞数の割合が減少することによるものと判明し

た。その一方で、ES 細胞に CIBZ を過剰発現させた場合、ES 細胞の増殖が亢進し、G1 期から S 期へ移行

の細胞数の割合が増加していることが分かった。Nanog というタンパク質が ES 細胞の増殖及び G1/S 期の移

行に重要であることが報告されている。詳細な解析を行った結果、CIBZ が ES 細胞の増殖を制御するメカニ

ズムは Nanog タンパク質の発現に依存することが判明した。 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分）②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
CIBZ は ES 細胞の分化のみならず、細胞の増殖にも重要であることを明らかにしたことで研究はおおむね順調に進

んでいる。 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 
今後、 
CIBZ は ES 細胞の増殖及び分化に影響するメカニズムをさらに詳細に解析する。 
ノックアウトマウスの作製がうまくいかなかったため、コンディショナルターゲティングベクターを完成させてか

ら再度ノックアウトマウスを作製する。 
 
 
 

 
13.研究発表（平成２３年度の研究成果） 
 
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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15. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 
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